
 

思春期ピアカウンセ

リングとピアエデュ

ケーションはともに、

思春期ヘルスプロ

モーションの方策で

あり、若者が自分自

身で人生のゴールを

見つけ、それを生き

生きと実現しようとし

ていく力を育てる健

康教育手法である。 

その能力とは、自分

やパートナーの人生

設計を壊さないよう

に、性＝生に関する

意識や行動を自分で

決められる能力のこ

とをいい、性=生の自

己決定能力と呼ぶ。 
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受講後のアンケートに記された新ピアっ

子の数多い感想や抱負の中から一部を紹

介します。 

「ピアの講座は全体に話しやすい雰囲気

で自分の思いを安心して話すことができ

た。」「劇を入れたり、身近な出来事か

らいろいろ考えて、知る、気づける、そ

してもっと興味をもつ、疑問をぶつけら

れる、そういうこの機会に参加できて本

当によかった。」「「ピアの養成講座を

通 し て、自 分 に 自 信 が 持 て た。」「グ

ループ発表は大変だったけどやり遂げら

れて感動した。」「高校生や思春期の子

の目線になったり、相手の感情を考えた

り日頃そんなことを考えて生活してな

かった。でも、今回のピアで大切なこと

をたくさん学べた。日頃の生活でも活用

できると感じた。」「ピアとしての仲間

意識ができ終わりをさみしく感じた。」

「参加してみて他の参加者や先輩ピアの

みなさんとも沢山お話しができて楽し

かったし、今後一緒に活動していきたい

と思った。」    

NPOひょうご思春期ピアカウンセリング研究会 

発行日 20１1年１1月1日 第5巻 第1号 

ピアっ子通信 in ひょうご  

第8回目となる思春期ピアカウンセラー

養成講座を６月に開催しました。 

18日・19日・25日・26日の4日間に

宿泊研修を含む30時間の研修を実施しま

した。 

今年度は、神戸市看護大学、関西福祉大

学、公立八鹿病院看護専門学校、県立柏

原看護専門学校、京都橘大学の5校から

37人の若者たちが集まりました。 

今年は宿泊研修を初めて、神戸市北区に

ある神戸しあわせの村野外活動センター

あおぞらで行いました。   

大勢の若者が、熱心に講義を受講し、先

輩ピアっ子の協力を得ながら、積極的に

演習に参加し、学びを深めました。 

第8期ピアっ子たちの活躍を期待しま

す。 
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 新ピアっ子の感想・抱負 



春期ピアカウンセリングについて知っ

てほしいことを表現しました。 

今後も機会をとらえて、このような

思春期ピアカウンセリングのPR活動

を続けていきたいと考えています。 

 

 

8月11日（木）から24日（水）ま

での2週間、神戸市中央区の花時計

ギャラリーで思春期ピアカウンセリン

グ活動に関する展示を行いました。 

花時計ギャラリーは、三宮の地下街

から神戸市役所方面に向かう、比較的

通行量の多い通路にあります。 

展示物はピアっ子たちが手作りで作

り上げました。思春期ピアカウンセリ

ングの概要、養成講座、アンドロギュ

ノスの話、ピアサポートルームの案

内、全国大会・全国同時ピアや海外の

関係者との交流など思春期ピアカウン

セリングの広がりなどを模造紙にまと

めました。写真や絵を多く用いて、思

花時計ギャラリーで展示 

思春期ピアカウンセリング関係者研修会 
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花時計ギャラリーに 

思春期ピアカウンセリング

について展示 

ネゴシエイトの実習 

～養成講座の発表から～ 

10月1日(土)に思春期ピアカウンセ

リング関係者研修会を神戸市中央区の

神戸国際会館で、「ひとは何故薬物依

存に落ちるのか？」をテーマに開催し

ました。思春期保健関係者とピアっ子  

27人が参加しました。 

午前中は、話題提供として、まず、

神戸市保健所の東方裕嗣氏より「薬物

乱用問題の現状」についてご説明いた

だきました。次に、兵庫県立光風病院

臨床心理士の中谷恭子氏より、「ひと

は何故薬物依存に落ちるのか？」 に

ついて、自己肯定感の低さが背景にあ

る依存の機序をわかりやすくお話く

ださった後、豊富な臨床経験の中か

ら、いくつも実例をご紹介いただき

ました。 

お二人のお話から、薬物依存は、決

して特別なことではなく、誰でもが

関わる可能性のある身近な健康問題

ということがわかりました。 

午後は、グループに分かれ、思春期

ピアカウンセリングで薬物依存につ

いて取り組むならどのような方法が

あるかを、ピアっ子も交えて話し合

いました。 

 第30回日本思春期学会で発表 
8月26日(金)～28日(日)に福岡市で

開催された第30回日本思春期学会

で、第4期ピアっ子の佐藤由衣さん(大

阪府枚方保健所保健師)が「高校生のピ

アエデュケーションに関する研究～生

と性の意識の変化～」をテーマに発表

しました。ピアエデュケーションの受

講前後にアンケートを取り、男女別に

意識の変化をみました。 

今回の調査結果から、ピアエデュ

ケーションは、自分を大切にするとい

う概念的なことより、具体的な内容が

イメージできた交際に関する項目の変

化に有効であると考えられす。 

ピアプレッシャーやネゴシエイト

は、女子にとって、相手に流されず、

自分の考えを大切にすることを考える

きっかけになったと考えられます。 

男子はセックスをする際に性的快楽

を求め、リスクを考えない傾向にあり

ますが、ピアエデュケーションの受講

は、自分や相手の体について考える

きっかけになったと考えられます。 

ネゴシエイトは、セックスの際に相

手のことを考えたり、自分の気持ちを

相手に伝えるといった点で、男女共に

有意差が見られたことから、男女共に

効果的だったと考えられます。 

ピアエデュケーションは、思春期の

男女の性の意識に影響しており、ピア

カウンセリングのように自己決定を支

える場面は少ないですが、多くの気づ

きとしての効果があるということが分

かりました。 

思春期保健関係者と 

ピアっ子がグループワー

クを実施 



 ひょうご思春期ピアカウンセリング研究会 2010年度活動実績 

ピアっ子たちの実践活動は、少人

数グループを対象としたピアカウ

ンセリング、多数を対象としたピ

アエデュケーションおよび啓発を

目的としたデモンストレーション

に分かれます。 

2010年度は、ピアカウンセリン

グを93回、ピアエデュケーション

を1回、デモンストレーションを 

8回、合計102回の活動を行いま

した。実施場所は、高校9校、中

学校5校、その他11か所でした。

延べ参加者は約2,648人になり、

ピアっ子の延べ参加数は481人に

のぼります。 

今年度は、デートDVをテーマに

盛り込んだり、数人でのピアカウ

ンセリングを実施したりと新しい

ことに取り組みました。また、日

本スポーツとジェンダー学会（7

月4日）やユースアドバイザー養

成講座（1月21日）でデモンスト

レーションをしたり、全国同時ピ

ア（11月27日）に参加して街頭

活動をしたりとPRにも力を入れま

した。 
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第5巻 第1号 

全国同時ピア 

～ in 丹波市 ～ 

ピアカウンセラーの養成および関係者研修会の開催 

【ピアカウンセリング実施状況】  

 

【ピアエデュケーション実施状況】  

 

 

大学祭でのピア活動   

ピアカウンセリング・エデュケーションの実践支援 

た。 

「思春期の性的マイノリティを考え

る」をテーマに、神戸市看護大学の藤

井ひろみさんとLGBTの家族と友人を

つなぐ会の3人の皆さんを講師にお招

きし、思春期ピアカウンセリング関係

者およびピアっ子約30人の参加があ

りました。講義とグループワークに

よって、深く学ぶことができました。 

第7回思春期ピアカウンセラー養成講

座を神戸市看護大学ほかで開催しまし

た。ベーシック講座は2010年6月12

日・13日・19日・20日に行い、27

人が修了しました。そして、実践経験

を踏まえ、2011年2月19日・20日

にフォローアップ講座を行いました。 

思春期ピアカウンセリング関係者研

修会は、2010年12月4日に神戸市中

央区の神戸市勤労会館で開催しまし

学校名 参加者 
ピアカウン

セラー数 

ピアルーム・柏原／丹波

の森公苑 

地域の高校生

17人，11回 
延36人 

ピアサポートルーム三宮 延57人，12回 延85人 

ピアサポートルーム名谷 延61人，12回 延65人 

神戸市看護大学 40人，5回 延17人 

関西福祉大学 7人，1回 4人 

柏原看護専門学校 
1～3年生，67

人，3回 
18人 

甲南女子大学 4回生6人，1回 4人 

柏原高校 20人，1回 10人 

神戸市立盲学校高等部 6人，2回 延6人 

神戸市立須磨翔風高校 
1年生延960人

24回 
延72人 

篠山産業高校 120人，3回 14人 

篠山産業高校東雲校 
1～3年生，98

人，1回 
9人 

篠山産業高校丹南校 26人，1回 7人 

但馬農業高校 
1年生90人，3

回 
15人 

伊川谷北高校 3人，1回 3人 

明石商業高校 3年生2人，1回 1人 

丹波市立和田中学校 
２～3年生118

人，2回 
延22人 

滝川第二中学校 
3年生80人，2

回 
8人 

洲浜中学校 
２年生66人，2

回 
6人 

津名中学校 
3年生139人，

4回 
12人 

学校名 参加者 ピアカウン

セラー数 

播磨南中学校 

１～３年生 

461人，1

回 

6人 

高校でのピア活動   



 

 

めっせーじ 

NPOひょうご思春期ピアカウンセリング研究会 

の内訳は、大学25、専門学校５、高等学校10で、計
2,070名の学生の参加を得ました。各講座は１～２
時間程度で、内容は、ＤＶの基礎知識や現状等に関す
る講義に加え、寸劇やロールプレイを取り入れるな
ど、どのような関係がＤＶに当たるのか、また、受講
者自身がこれまで交際相手とどのように接してきたか
を身近に感じてもらえるよう、各団体において趣向を
凝らしたものとなっています。 

講座終了後に実施したアンケートでは、男子の
25％、女子の34％が周囲でデートＤＶを見聞きした
ことがある一方、受講前は男女ともに半数以上がデー
トＤＶについて理解していなかったと回答しており、
若い世代においても、デートＤＶの問題が身近に存在
している実態があるにも関わらず、一般的な理解の不
足が生じていることが分かります。また、男女ともに
90％以上が受講してよかった、また、男子の60％、
女子の75％が今後もこのような講座を受講したいと
回答しており、多くの受講者が前向きに理解に努めよ
うとしていることが分かります。 

このような結果を踏まえ、県では更なる啓発が必
要との認識から、平成23年度も事業を継続し実施し
ています。 

兵庫県健康福祉部子ども児童課 

電話 078-341-7711（代）内線2983 

兵庫県におけるデートDV防止の取り組みについ
て、兵庫県健康福祉部こども児童課の山本さんから情
報提供をいただきました。 

配偶者等からの暴力（ＤＶ）については、既に社会
的な問題として認識されていますが、近年では配偶者
間のみならず、若年層の男女間における交際相手から
の暴力（デートＤＶ）についても、同様に注目を集め
るところとなっています。その背景としては、若年層
においても、暴力の問題が身近に存在しているためと
考えられています。 

県では、デートＤＶの防止を図るため、若年層を対
象に、交際相手からの暴力の問題について考える機会
を提供し、正しい知識を得、理解を深めるため、大学
生等を対象に講座を開催する「大学生等に対するデー
トＤＶ防止出前講座業務」を平成22年度から実施し
ています。 

実施にあたっては、ＤＶ被害者支援活動を行ってい
る民間支援団体を含め、広く民間か業務内容に係る提
案を募り、優良な提案を行った団体を実施団体として
委託することとし、平成22年度においては２団体が
出前講座を実施しました。 

平成22年度の実施状況は、平成22年９月から平成
23年３月の間に、40講座を開催しました。開催場所

兵庫県におけるデートＤＶ防止の取り組み 
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今年もニュースレターをお届けする季節がやってまいりました。 

思春期ピアカウンセラー養成講座も今年で第8回目を迎えること

ができました。養成講座からピアカウンセラーとなったピアっ子た

ちが様々な場面で活動しております。 

ピアっ子たちの活動を支えてくださいます皆様に感謝申し上げま

す。 

今後ともご支援の程よろしくお願い申し上げます。 

（K.S)  

会計報告 
 2010年度会計報告 

                             （単位：円） 

収  入    2,742,099  

支  出    2,822,540  

当期収支差額   △  80,441 

前期繰越金          97,558 

次期繰越金         17,117  

ピアっ子たちが活動するためには、地域の理解、環境整備、大人世代のバックアップは必須です。教育、医

療、地域保健の関係者などたくさんの皆さんとともに力を合わせ、思春期の若者の性と生を支えたいと考えて

います。どうぞこの研究会にご参加ください。 年会費 個人会員3000円 団体会員1口10000円 


